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本日のプログラム 田中パストガバナー卓話

クラブフォーラム

　みなさま、新年明けましておめでとうございます。昨年はみなさま
のおかげで本当に楽しいクラブ活動を行うことができました。今年も、
藤原幹事をはじめとする理事役員のみなさまと頑張って参りますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。
　年末年始の時間で日頃なかなかできない読書や映画・音楽鑑
賞などに取り組まれた方も多いかと思います。私が年末年始に読
んで面白かったのは「幸せに生きるために」という読み物でした。
簡単に内容を申しあげると、①幸福感が高い人は、統計的に病気
や怪我が少なく寿命も長い、②幸福感を得るためには「味わって
たべる」「経験を味わう」「自然とふれあう」の三つが効果的である、
③しかし「幸福感を得よう」という意識で物事に取り組むと、逆に
幸福感は得られない、④これを避けるには目の前の幸福を得ようと
するのではなく少し先の幸福を考えて行動することと、意識を他人
に向けることが大事だということです。
　このような話は、自己啓発とか宗教の話なのか？と思われるかも
しれませんが、実は日経新聞の「やさしい経済教室」に掲載され
た文章なのです。筆者は柴田悠さんという京都大学の人間科学
の准教授の方です。国内外で多くの人を対象に行われた様々な
実験を元に書かれています。
　④の「意識を他人に向ける」というのは、要は他人のためにと
いうことでして、一日三回、普段以上に自分に親切な行為を行う
Ａグループと、他人に親切な行為を行うＢグループを比べるという
実験が紹介されていました。四週間後、Ａグループは幸福感が高ま
らない上に身体的炎症反応（白血球）が若干増えていたのに対し、
Ｂグループでは幸福感が高くなり身体的炎症反応が減ったというの
です。「他人に親切にする」は、ロータリーの奉仕の精神に通じる
ものですし、日本には「情けはひとのためならず」ということわざも
ありますが、その必要性を科学的に解明しようとする学問があると
いうことも興味深かったです。
　この半年、会員のみなさんやクラブのことを考える時間が増えた
ことで、もちろん大変なこともありますが、前向きな気持ちをいただ
いているのも間違いないところですので、この実験の話は深く共感
しました。この文章のおかげで、幸福感を得る機会を与えていただ
いたことに感謝し、残り半年を頑張ろうと思えた充電のお正月とな
りました。

・炉辺会開催月ですが、１月２４日のクラブフォーラム以降、２月末
までの開催をお願いいたします。テーマは「国際奉仕」につい
てです。各グループのリーダー・サブリーダーにおかれましては、
準備等よろしくお願いいたします。

・今月の例会は、１７日に、三枝さんの入会式・田中ＰＧの卓話、
２４日にクラブフォーラムです。２４日に障害者バイクを企画運営し

ている一般社団法人ＳＳＰ（サイドスタンドプロジェクト）のイベント
がプレジャーフォレストにて開催されます。詳細はご案内申し上げ
ますが、イベント見学者についてはメークアップとなります。

・２０２３年２月１３日（月）１３：００～１３：４５、相模女子大にて
出前授業を行う予定です。

・２０２３年２月１８日（土）９：３０～１１：００まで幼児サッカー教室
を開催する予定でしたが、感染状況を踏まえ延期の可能性もご
ざいます。改めてお知らせいたします。

・昨年１２月３１日付で、中島信義会員が（自己都合）退会となり
ました。

　明けましておめでとうございます。
　本年もどうぞよろしくお願い致します。
　本日は、『ＳＤＧｓ債への投資表明の意義』というテーマで皆さん
に情報提供をさせていただきます。
ロータリクラブの活動として、「社会奉仕」はその根幹となりますが、
環境保全等を含めた「社会貢献」への取り組みということが、この
奉仕の精神にも繋がるものとして考えていきたいと思います。
　国際社会の取り組みとして、「ＳＤＧｓ」という言葉が我々の社会
にも相当浸透しています。そもそも「ＳＤＧｓ」とは、２０１５年に国連
加盟１９３か国の完全な全会一致で採択され国際目標であり、持
続可能な開発目標です。２０３０年までを一つの目途として、１７の
ゴールが設定されています。
　我々が所属する、また経営する会社や団体が、それぞれで事
業活動や経済活動を行っていくうえで、このＳＤＧｓにどのように関
わっていくのかということは、国際社会にどのように貢献していくの
かということと同じであり、事業計画を策定する中で、この取り組
み方針を盛り込んでいくことが、当然の世の中になってきています。
また、ある企業や地方公共団体は、このＳＤＧｓに向けた事業展開
を図るうえで、資金調達を行い、その集めた資金でＳＤＧｓで掲げ
られたゴールに向かって事業を展開し、国際社会に貢献していくと
いう考え方があります。そのために債券を発行しますが、この債券
を一般的に『ＳＤＧｓ債』と呼んでいます。グリーンボンド、ソーシャル
ボンド、サスティナビリティボンド等々の呼び方もありますが、これらを
総称して『ＳＤＧｓ債』と呼んでいます。
　一方で投資家が、この『ＳＤＧｓ債』にどのように関わっていくのか
という点に今日はフォーカスをしたいと思います。
『投資表明』という考え方があります。
　投資家である法人は、自社や自団体の本業が、このＳＤＧｓの１
７の目標の中で、どの目標に繋がっているのかということが、それぞ
れ事業計画を策定する中で考えられていると思います。いわゆる
マッピングになりますが、このマッピングは、本業だけではかなり限
定されたものになりがちです。

■幹事報告 幹事　藤原　新一

■会員卓話 米田　博一
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■本日のスマイル  41,000円
■累　　　　 計  581,000円
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出　席 欠　席出　席（％）合　計メイクアップ
前々回

第 2455 回  1月 10日

第 2453 回 1 2月 13日

□出席報告：出席委員会　  1月10日
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　１2月１3日（修正）完全欠席 ＝ 一ノ瀬、江田、黒河内（彰）、澁谷（直）、鈴木（雅）、中島、中山（智）、松井、松山、溝渕、若林

会報委員長  栗林　　担当委員  足立　森泉　米田　松井　鈴木（晴）　須坂　吉田　小川　柏原　若林　中村（文）　鈴木（昌）　大谷　江尻　中山（義）

市川　孝幸 君、長瀬 　徹 君、雫田　直輝 君、奥橋　園子 君、
小林　大二郎 君、江田　昌弘 君、森泉　朋子 君
★あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願い
します。
　今年は皆様と楽しく飲みたいです。
小林　大二郎 君
★誕生日プレゼントありがとうございます。４８歳（年男）にな
りました。次の１２年も宜しくお願い致します。
鈴木　昌彦 君
★本年もよろしくお願い申し上げます。
　妻の誕生日祝いをありがとうございます。
中村　文子 君
★お誕生日プレゼントをいただき、ありがとうございました。
また一歳若返りました！
小野田　勝宏 君
★昨年のクリスマス例会ではいたらぬ事が多かったかと思いま
すが、皆様のおかげで無事例会が出来ました。本当にありが
とうございました。本年も宜しくお願い致します。

　しかし、この『ＳＤＧｓ債』に投資をすることで、間接的にその債
券の発行体の目的にも賛同することになり、このマッピングの幅が
広がります。これが『ＳＤＧｓ債』に投資をする一つ目の目的です。
　もう一つの目的は「投資表明」となりますが、自社・自団体が、『Ｓ
ＤＧｓ債』に投資をすることで、社会的地位の向上や信用力の向
上が見込まれることです。少ししたたかな表現をすれば、宣伝効
果も得ることができます。
　『ＳＤＧｓ債』に投資をし、投資表明をしている会社や団体は多
数あります。例えば、大学等の学校法人は非常に意欲的ですし、
相模原市や東京都等の地方公共団体も投資表明をしています。
また上場会社だけに関わらず、本当に様々な企業が投資表明をす
ることで、自社・自団体がＳＤＧｓに賛同し、国際社会の共通の目
標に向かって取り組んでいるんだということを宣言しています。

　このように、『ＳＤＧｓ債』に投資をすることは、社会貢献の一つ
として非常に有効な手段であり、また自社・自団体のプライオリティ
の向上にも繋がるものと考えられています。
　皆さんにも是非この「投資表明」の意義についてご理解いただ
きたいと思います。

■本日のスマイルBOX
徳久　京子 君、藤原　新一 君
★あけましておめでとうございます。昨年は会員の皆様に大変
お世話になりました。あと半年よろしくお願いいたします。
　米田様、卓話楽しみにしております。
藤原　新一 君
★４８歳になり２日が過ぎました。気持ちは若いですが、身体
がついていけません。
　年男です。ピョンピョン頑張ります。
栗林　一郎 君
★新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願
い申し上げます。
　誕生祝いをいただきありがとうございます。
杉﨑　信一 君、一ノ瀬　裕 君
★新年あけましておめでとうございます。今年も折り返しとな
り残り６ケ月宜しくお願いいたします。
足立　旬一 君
★新年あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願
いいたします。
　本日週報担当です。原稿お願いいたします。
松山　隆雄 君
★新年あけましておめでとうございます。
　本年も　よろしく　お願い申し上げ候！

■慶祝
結婚記念日祝 
1月 7日  鈴木　雅朗 君
1月17日  江尻　　猛 君

誕生日記念祝 （ご夫人）
1月 6日  雫田　直輝 君 夫人 里　奈 様
1月15日 松山　隆雄 君 夫人 圭　子 様
1月24日  松井　克之 君 夫人 いず美 様
1月24日  鈴木　昌彦 君 夫人 和　子 様

誕生日記念祝 
1月  1日　小林大二郎 君
1月  8日　藤原　新一 君
1月14日　中村　文子 君
1月17日　奥橋　園子 君
1月19日　若林　美佳 君
1月30日　栗林　一郎 君
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